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石川自治センタ－ 

だより 

福
祉
他
に
関
す
る
講
習
会
。
高
齢
者

見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
連

絡
体
制
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
講
座

「
安
心
し
て
俳
諧
出
来
る
町
」
他
の

開
催
。
受
講
者
は
、
一
般
及
び
高
校

生
。
小
・
中
学
生
は
、
認
知
症
図
書

(

本)

を
置
き
授
業
に
取
り
入
れ
る

他
、
認
知
症
の
勉
強
会
を
年
代
を
超

え
て
学
ぶ
勉
強
会
を
行
う
。
②
買
物

石川地区自治協議会部会開催

を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
自
分

達
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
良
く
す

る
為
に
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
た
い
。」
と
述
べ
た
。 

　

協
議
事
項
で
は
、
福
島
県
地
域
創

生
総
合
支
援
事
業(

サ
ポ
ー
ト
事
業)

に
つ
い
て
話
合
い
が
行
わ
れ
た
。
緑

川
係
長
か
ら
事
業
に
つ
い
て
の
目
的

他
の
説
明
が
あ
っ
た
。
目
的
は
、
地

域
住
民
の
ソ
フ
ト
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
お
互
い
の
共
通

課
題
を
共
有
す
る
為
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
等
を
し
た
い
。
子
供
（
小
・
中
高

生
）
や
若
者
を
交
え
て
イ
ベ
ン
ト
開

催
し
た
い
と
説
明
し
た
。
事
業
年
度

は
、
令
和
６
年
４
月
～
令
和
９
年
３

月
迄
の
３
年
間
の
予
定
と
な
る
。
各

部
会
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
事
業
を

共
有
し
問
題
解
決
事
業
と
し
て
取
り

組
む
提
案
等
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
他

と
し
て
、
地
域
自
治
協
議
会
活
動
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン

バ
ー
や
ベ
ス
ト
の
作
成
等
の
意
見
が

あ
っ
た
。
次
回
、
広
く
意
見
を
聞
く

た
め
に
継
続
協
議
と
し
て
合
同
部
会

会
議
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
閉

会
と
な
っ
た
。 

　

日
・

日
の
両
日
、
自
治
セ

25

26

ン
タ
ー
に
お
い
て
合
同
会
議
が
行
わ

れ
た
。

日
は
、
福
祉
部
会
・
生

25

涯
学
習
部
会
合
同
会
議
、
役
員
他

名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。
福

13祉
部
会
で
は
、
①
高
齢
者
に
な
っ
た

時
必
要
な
介
護
保
険
・
財
産
相
続
・

　

日
石
川
地
区
自
治
協
議

17
会
設
立
後(

月

日
設
立)

12

20

初
の
会
議
が
石
川
自
治
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
協
議

会
役
員
及
び
部
会
長
・
副
部

会
長
、
役
場
、
自
治
セ
ン
タ

―

名
が
出
席
し
て
行
わ
れ

12
た
。
矢
内
会
長
よ
り
、「
協
議

会
設
立
に
あ
た
り
、
ご
支
援

支
援
他
。
移
動
販
売
車
に
よ
る

日
常
生
活
必
需
品
の
販
売
支

援
。
一
人
暮
ら
し
の
草
刈
り
作

業
や
子
供
達
通
学
路
雪
は
き
。

サ
ロ
ン
や
買
物
支
援
の
配
車
サ

ー
ビ
ス
。
高
齢
者
と
子
供
達
の

チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会
。
石
川
地
区

で
集
団
で
出
来
る
盆
踊
り
大

会
。
生
涯
学
習
部
会
で
は
、
桜

ま
つ
り
と
桜
フ
ェ
ス
タ
連
帯
強

化
。
桜
ま
つ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ

ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
。
東
京
荒
川

区
ま
つ
り
の
参
加
。
健
康
増
進

の
為
の
各
種
大
会
開
催
（
ボ
ッ

チ
ャ
・
℮
ス
ポ
ー
ツ
・
歩
こ
う

会
）
石
川
鉱
石
を
知
る
会
他
。 

　

日
は
、
ま
ち
づ
く
り
部

26

会
・
地
域
安
全
部
会
合
同
会
議

役
員
他

名
が
参
加
し
て
行
わ

14

れ
た
。
ま
ち
づ
く
り
部
会
で

は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
。
重
謙

屋
敷
へ
サ
ツ
キ
や
つ
つ
じ
の
植

栽
。
空
き
地
へ
の
季
節
の
花
を

植
え
る
。
簡
易
的
な
ド
ッ
ク
ラ

ン
施
設
。
桜
を
ベ
ー
ス
に
し
た

商
品
づ
く
り
・
桜
カ
ラ
オ
ケ
大

会
・
桜
ま
つ
り
外
部
へ
の
宣
伝

強
化
。
昔
石
川
で
し
た
こ
と
が

あ
る
踊
り
流
し
の
実
施
他
。
犯

罪
防
止
の
為
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
他
。
地
域
安
全
部
会
で

は
、
①
自
治
協
議
会
の
各
部
会

が
活
動
す
る
時
に
着
用
す
る
自
治

協
議
会
ロ
ゴ
入
ベ
ス
ト(

裏
面
へ)

１７日、自治協議会議矢内会長挨拶

25 日福祉部会・生涯学習部会 26 日まちづくり部会・地域安全部会



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月度行事予定＊諸般の事情により日時等変更になる場合もあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 日 曜 行　事　予　定 備　考

 ２ 金 いしかわ桜谷ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌｪｽﾀ 2024 会議 10：00 モトガッコ

 ７ 水 学石ものづくり講座 16：00～ 自治センター

 14 水 学石ものづくり講座 16：00～ 自治センター

 15 木 新田寿健康大学学習会・閉講式 9：30～ 新田ふれあい

 20 火 石川寿大学学習会・閉講式 9：30～ 自治センター

生涯学習活動（レディース・寿大学・ものづくり）

石
川
寿
大
学
（
鈴
木
芳
幸
委
員

長
）
は
、

日
１
月
学
習
会
を
石

16

川
自
治
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
。
学
級

生

名(

男
性
６
名
・
女
性

名)

32

26

が
参
加
し
た
。
昨
年
に
続
き
、
菊
池

三
知
男
氏
を
招
き
学
習
会
を
行
っ

た
。
「
町
政
を
聞
く
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
た
が
、
頭
の
体
操
や
認
知
機

能
ア
ッ
プ
体
操
他
を
合
間
に
入
れ
な

が
ら
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
講
話

を
。 

に
説
明
を
さ
れ
学
級
生
も
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
ま
し
た
。
お
忙
し
い

中
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

レ
デ
ィ
ー
ス
外
槇
（
水
野
昭

子
委
員
長
）
は
、

日
王
子

23

平
集
会
所
に
お
い
て
、
令
和
５

年
度
閉
講
式
を
８
名
が
出
席
し

て
行
わ
れ
た
。
事
業
報
告
で

は
、
移
動
研
修
２
回
自
主
学
習

他
７
回
が
行
わ
れ
た
。
も
の
づ

レ
デ
ィ
ー
ス
猫
啼(

小
豆
畑

ケ
イ
子)

委
員
長)

は
、

日

18

西
田
屋
（
猫
啼
）
で
令
和
５
年

度
閉
講
式
を

名
が
出
席
し

11

て
行
っ
た
。
今
年
度
事
業
報
告

で
は
、
移
動
研
修
や
自
主
事
業

他
６
回(

文
化
祭
展
示
は
除
く)

行
わ
れ
た
。
文
化
祭
展
示
の
竹

灯
籠
作
り
が
思
い
出
に
残
っ
た

様
で
し
た
。
次
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
も
話
合
い
が
行
わ
れ

た
。
レ
デ
ィ
ー
ス
猫
啼
は
、
桜

ケ
丘
学
園
や
県
立
養
護
学
校
交

流
会
と
地
域
活
動
に
も
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　

新
田
寿
健
康
大
学(

小
豆
畑
幸
司

委
員
長)

は
、

日
新
田
ふ
れ
あ

18

い
セ
ン
タ
ー
で
１
月
学
習
会
を
16

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
冬
場

の
健
康
増
進
を
目
的
に
室
内
運
動

と
し
て
、
ク
ォ
リ
テ
ィ
と
ス
カ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を

名(

男
性
７
名
・

17

女
性

名) 

が
参
加
し
て
行
わ
れ

10

た
。
１
ヶ
月
振
り
の
再
開
に
笑
顔

が
溢
れ
て
い
た
。
各
２
回
づ
つ
合

計
で
競
い
合
っ
た
。1

投1

球
ご

と
に
歓
声
が
沸
き
賑
や
か
に
行
っ

て
い
た
。
満9

0

才
に
な
る
斎
藤
さ

ん
が
指
導
し
な
が
ら
プ
レ
イ
す
る

姿
も
あ
っ
た
。
成
績
は
、
優
勝
芳

賀
節
子
・
準
優
勝
大
竹
キ
イ
第
三

位
川
島
悦
子
さ
ん
で
し
た
。

く
り
体
験
で
は
、
以
前
に
制
作
し
た

一
閑
張
り
の
張
替
え
時
期
の
為
、
手

漉
き
和
紙
体
験
を
行
っ
た
。
次
年
度

計
画
で
は
、
も
の
づ
く
り
体
験
を
中

心
に
事
業
計
画
を
立
て
る
様
で
す
。

日
自
治
セ
ン
タ
ー
で
「
自
然

24
素
材
を
活
か
し
た
も
の
づ
く
り
講

座
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
名
の

生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

又
は
ジ
ャ
ン
バ
ー
の
作
成
。
②
石
川

町
内
に
は
危
険
な
場
所
（
交
通
・
防

犯
・
消
防
）
が
多
数
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
場
所
で
の
危
険
予
知
と
な
る
行

為
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
て
交
通
安
全
教

室
等
で
子
供
や
大
人
に
見
て
も
ら

う
。
（
例
、
商
業
施
設
等
の
駐
車

場
、
朝
の
通
学
路
や
空
家
等
）
③
自

治
協
議
会
の
地
域
安
全
部
会
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
Ｐ
Ｒ
活
動

と
し
て
、
桜
ま
つ
り
オ
ー
タ
ム
フ
ェ

ス
タ
他
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
。
パ

ト
カ
ー
・
白
バ
イ
・
消
防
車
等
の
展

示
と
子
供
と
親
が
一
緒
に
出
来
る
。

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
。
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ

ー
の
助
手
席
に
乗
っ
て
ド
リ
フ
ト
体

験
。
④
小
学
校
近
く
の
横
断
歩
道
に

「
止
ま
れ
」
シ
ー
ル
を
貼
る
。
⑤
自

治
協
議
会
で
は
か
た
く
る
し
い
の
で

名
称
公
募
。
⑥
防
犯
・
消
防
等
の
標

語
募
集
。
⑦
盆
踊
り
の
復
活
（
旧
役

場
跡
地
。
）
以
上
。
今
後
、
各
部
会

か
ら
の
案
を
検
討
し
、
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
繋
げ
る
事
と
な
り
ま
す
。
（
地

域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
住
民
の
皆

さ
ん
が
主
役
な
っ
て
行
う
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
個
性
と
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
事
業
で
す
。
）
福
島
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
。

を
し
て
頂

き

ま

し

た
。
歴
史

民
俗
資
料

館
。
認
定

こ

ど

も

園
・
道
の

駅
他
に
つ

い
て
は
、

資
料
を
基

レディース猫啼閉講式。挨拶御

礼の言葉を述べる矢内センター長

レディース外槇閉講

式。挨拶御礼の言葉を述

べる矢内センター長

川島・芳賀・大竹

石
川
地
区
自
治
協
議
会
が
昨
年
の

１
２
月
２
０
日
に
設
立
さ
れ
、
設
立

記
念
品
を
石
川
地
区
の
全
世
帯
に
配

布
し
て
お
り
ま
す
。
受
領
し
て
い
な

い
世
帯
の
方
は
石
川
自
治
セ
ン
タ
ー

に
て
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。 

　

も
の
づ
く
り
工
房
「
つ

く
っ
ぺ
」
が
２
月
１
日
よ

り
再
開
さ
れ
ま
す
。
籐
手

芸
・
粘
土
・
リ
フ
ォ
ー
ム

教
室
。
尚
、
手
織
り
・
⒜

Ｋ
人
形
教
室
は
、
１
月
中

旬
よ
り
再
開
し
て
い
ま

す
。


